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注意の障害機構に関する方法論的アプローチ＊
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究が盛んになってきている。Broadbent（1958）

は，情報の選択機構に作用する要因として注意を

考えた。その後，彼のフィルター理論に端を発し

て，情報処理系のどの場所で注意のメカニズムが

作用するのかをめぐって，活発な議論が展開され

た。しかしながら，これらの研究は，注意を単に

知覚一反応事態における情報選択の問題だけに限

定し，注意の他の側面に対する洞察に欠けていた

（阿部，１９８３）。

近年の注意に関する研究は，主にそのメカニズ

ムや機序についての問題へと発展してきている。

こうした流れの中で，Schneider＆Shifflin(1977）

とShiffrin＆Schneider（1977）は，視覚走査課

題と探索課題を組合せた多重枠探索課題(multiple

-framedefectiontask）の実験から，人間の情

報処理には自動処理（automaticprocessmg）と

制御処理（controlledprocessmg）の２種類が存

在することを実証した。自動処理は，学習によっ

て高度に習熟した事態で可能になるもので，注意

が関与しない，いわば無意識的，無意図的な処理

を意味する。他方，制御処理は，意識的，意図的

な活動時，すなわち注意を稼動した事態で行われ

る処理をさす。つまり，自動処理と制御処理の存

在は，学習の前と後の処理の質的変化を示唆する

ものとして理解できる（阿部，1983）。しかし，

学習過程には，当然のことながら，学習開始時点

から学習の成立に至るまでの途中の段階が存在す

るわけであり，制御処理と自動処理といった２分

法的な枠組みによる説明だけでは不十分である。

阿部（1983）が指摘しているように，制御処理

問題と目的

一般に，精神遅滞児や自閉症児などの障害児は，

学習や行動において著しい劣弱性や，特異性を示

すが，その背景をなす機構上の特性については，

未だ体系化がなされているとは言い難い。筆者は，

従来の研究成果に共通して介在する要因として，

注意の機構に注目し，心身障害児の学習や行動の

特性が生起してくる過程について，概ね，次のよ

うに予想する。すなわち，心身障害児に特有な選

択的注意の欠如や環境刺激による注意の転導性が

思考方式の劣弱性や認知過程の機能低下をもたら

し，ひいては課題処理の非能率性や行動の特異性

となって顕現化するのではないかと考える。

学習の障害を注意様式の面から検討を加えた

Zeaｍａｎ＆House（1963）の研究を初めとして，

障害児の注意機制の劣弱性を指摘した研究は少な

くない。しかしながら，注意の転導性や選択的注

意の欠如が学習や行動の障害の一因となっている

ことは，これらの研究結果から容易に理解できる

ものの，注意の障害機構やその機序が明確になっ

ているわけではない。

ところで，人間を一種の情報処理系と考え，認

知過程を探る認知情報処理的観点から，注意の研

＊この研究は，昭和59年度文部省科学研究費助成金

「奨励研究Ａ」（課題番号59710077）による研

究の一部である。

*＊Dep・ofSpecialEducation，ＣＯｌＬｏｆＥｄｕｃ.，

Ｕｎｉｖ、oftheRyukyus．

－４０１－



琉球大学教育学部紀要第29集

１）単一系列条件次に示す所定の刺激間間

隔（Inter-Stimuluslnterval，以下ＩＳＩと略

す）に従って，１系列につき40回の刺激音を提示

する。ＩＳＩは，５００，sec・から1,000,sec・ま

でをlOOmsec．おきに設定し，計６系列を作成し

た。

２）複合系列条件単一系列条件で用いた６

系列を組合せて５系列を作成し，さらに，新たな

１１００，sec・ＩＳＩと１３００，sec・ＩＳＩの２系列を

使った１系列の合計６系列を構成した。前者の５

系列は，それぞれの系列で提示される刺激音は

２４０回であるが，後者の１系列は200回とした。

５－６－７系列：500,600,700,800,900,1000,sec、

１－９－８系列：1000,900,800,700,600,500,sec、

５－８－６系列：500,800,600,900,700,1000,sec、

５－１－６系列：500,1000,600,900,700,800,sec、

８－７－９系列：800,700,900,600,1000,500,sec、

５－７－９系列：500,700,900,1100,1300,sec．

ちなみに，各系列の構成意図を説明すると次の

ようになる。５－６－７系列と１－９－８系列は，

隣合ったＩＳＩの差が１００，sec・の遅延系列と短

縮系列である。５－８－６系列は，系列の進行に

従って，隣合ったＩＳＩの差が交互に３００，sec．

と２００，sec､になるように配列されている。５－

１－６系列は，系列の進行に従って，隣合ったＩ

ＳＩとの時間差が５００，sec,から１００，sec､ずつ

順次，短縮するように配列されており，８－７－９

系列は，逆に順次，遅延するように配列されてい

る。そして，５－７－９系列は，隣合ったＩＳＩ

の差が２００，sec・の遅延系列である。

と自動処理の差は，Shiffrin＆Schneiderが言う

ほど決定的な質的差異ではなく，Ｎｏｒｍａｎ＆

Bobrow（1975）の提出した資源分配（resource

allocation）の考えに基づくところの“資源”の

量の多少で定まる“程度の差''といった方が良い

のかもしれない。このように考えてくると，注意

のメカニズムを理解する上で，資源の集中的導入

を必要とする制御処理から，資源分配の必要のな

い自動処理に至るまでの経過に生起する処理の変

容過程を把握する必要に迫られる。こうした観点

に立てば，学習の経過とともに変容していく注意

のダイナミックな実相に迫れる公算が強い。

本研究は，以上の枠組みに基づいて，注意の障

害機制を解明していく上での方法論に関する探索

的な試みである。

一般に，障害児を対象とする研究には，課題の

容易性，単純性が要求される。さらに，そうした

課題であっても，日常的に経験されるものの極め

て心内的な注意という心理現象を，実験事態で外

的にコントロールすることは至難である。したが

って，本目的を遂行するための課題は，単純かつ

容易で，さらに，その遂行過程において心内的な

変容が反映され易いものでなければならない。そ

こで，筆者は，音に合わせて手拍子を打つという

極めて日常的で単純な動作に注目した。時系列上

に一定の間隔で提示される刺激に合わせて手拍子

を打つ場合，勿論，系列の最初では，知覚的不調

和感によって誘発された意識的，意図的な反応調

整，つまり，制御処理が行われる。しかしながら，

刺激の周期に反応が同期していくにつれて，資源

分配を必要としない自動処理へと移行するに違い

ない。こうした経過を遂一検討する上で，手拍子

は最も都合が良いと考えた。

本論は，正常成人を対象に，この実験パラダイ

ムの有効性を検討することを目的としている。

3．装置

刺激系列の作成および刺激音の提示と反応の記

録は，ＮＥＣ製パーソナルコンピュータPC-9801F

で行われた。反応用には，竹井機器製の反応ボタ

ンを使用した。

方法

1．被験者

琉球大学の男子学生６名と女子学生６名の計１２

名を対象とした。

4．手続き

実験は個別に行った。被験者には反復して提示

される刺激音にできるだけ合わせて反応ボタンを

押すように教示した。さらに，反応ボタンの押し

方については，何らの制限も設けず，被験者の最

も押しやすい方法で押して良い旨を伝えた。実験２実験条件
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る反応回数が，概ね，１０回内外であるとの知見が

得られた。そこで個々の被験者の反応傾向と平均

値および標準偏差の統計的信頼性を勘案して，次

のような算出方法をとった。先に作成した系列位

置曲線の系列位置の１番目から30番目までの30個

の誤差値について，その平均値と標準偏差を算出

し，以下，順に系列位置を１個ずつずらしながら，

30個の誤差順について同様な計算を10回くり返し

た。このようにして得られた10個の平均値と標準

偏差のうち，最小の値を当該のＩＳＩ系列の平均

値および標準偏差とした。

は，まず，単一系列条件，そして複合系列条件の

順に実施した。なお，各条件内での個々の系列の

実施順序は，被験者間でカウンタバランスした。

また，複合系列条件においては，３系列の実験が

終了した時点で５分間の休憩を設けた。

結果と考察

1．分析方法

それぞれのＩＳＩ系列ごとに次のような分析を

行った。まず，各被験者の反応間の所要時間から，

所与のＩＳＩを減算し，その値を当該周期からの

誤差とした。このようにして得られた値とその絶

対値について，それぞれの系列位置ごとに全被験

者の平均値を算出して，系列位置曲線を作成した。

さらに，系列全体の平均値と標準偏差を次のよう

な手続きで算出した。当然ながら，各条件の開始

後は，刺激の周期に反応を同期させるための被験

者の意識的な反応調整が行われるために誤差値の

変動が大きくなる。したがって，被験者の反応が

刺激周期に同期した時点を当該の被験者の最適な

反応水準と考えなければならない。前述した方法

によって得られた各被験者ごとの誤差の系列位置

曲線から，最適な反応水準に到達するために要す

２．単一系列条件

図１－１から図１－６は，先の手続きにもとづ

いて，各ＩＳＩ系列の成績を誤差の絶対値につい

て系列位置曲線で表わしたものである。なお，図

中の破線は前述した算出方法によって得られた平

均値である。

誤差の平均値は，ＩＳＩが長くなるにつれて高

くなっており，特に1000,sec・系列においてそ

の上昇が著しいことがわかる。また，変動の指標

である標準偏差も同様にＩＳＩが長くなるにつれ

て増大した．ちなみに，１０００，sec・系列の標準

偏差は，５００，sec・系列の３倍程度であった。
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ＩＳＩ系列
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次に，反応開始から平均レベルの誤差値に達す

るのに要した反応回数をみてみると，1000,sec・

系列で６回と速いものの，他の条件では，概ね１０

回程度であることがわかる。さらに，すべての系

列において，系列の終了前に誤差が増大したり，

変動が大きくなる傾向が認められた。この傾向は，

誤差の絶対値に基づいた本図では必ずしも明瞭で

はないが，各個人の相対的誤差（ＩＳＩをＯとし

た時のプラスとマイナスの誤差）の系列位置曲線

によると確かなものであった。

各個人の相対的誤差の系列位置曲線について，

誤差の大きさと変動の両面から，系列内で反応が

安定していると思われる位置を２名の評定者に判

断させた。そして，その判断が一致した系列位置

を安定期と定め，その結果を図２に示した。

図から明らかなように，各ＩＳＩ系列ともに２

回ないし３回の安定期が出現している。また，Ｉ

ＳＩの長い９００，sec,系列およびl000msec・系

列では，安定期が短いことがわかる。さらに注目

すべき現象として，各系列における初発の安定期

は，ＩＳＩが長くなるにつれて系列の後半にずれ

込んでいる。しかしながら，どの系列においても，

系列の終了直前では安定期は出現せず，先に指摘

した系列終了前の誤差および変動の増大という知

見と符号する。

－４０４－
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以上の結果を概活すると次のようになる。ＩＳＩが，６つのＩＳＩ系列を経験するうちに，刺激回

が長くなるにつれて誤差が大きくなり，変動も大数や系列の所要時間について，ある種の予測が形

きくなることから，ＩＳＩの遅延に伴って，反応成されることもあり得る。もし，そうだとすると，

の調整が困難になることがわかる。さらに，平均系列終了直前の誤差と変動の増大は，そうした予

レベルへの到達に要する反応数は，1000,sec・ 側に基づく一種の係留効果である可能性も否定で

系列を除いて他の系列はほぼ等しいものの，安定きない。この点についても，後述する複合系列条

期に入るまでの所要反応数がＩＳＩの増大に伴っ件の結果を勘案して考察を深めたい。

て多くなっている。つまり，５００，sec・系列ではまた，相対的誤差の平均値がほぼＯに近く，変

平均レベルに到達すると同時に安定期に入るもの動が最も大きい1000,sec・系列でもわずか数

の，ＩＳＩが長くなるにつれて平均レベルへの到msec・であったことは，注目に値する。つまり，

達時点から安定期までに要する反応数が増加するどのＩＳＩ系列でも誤差０を基点として，プラス

ことになる。ただし，1000,sec・系列について側へのずれとマイナス側へのずれが拮抗している

は，安定期までに要する反応数の増加は他の条件ということは，被験者の反応調整の機能がかなり

の延長線上にあるものの，平均レベルに到達する確かなものであることを裏付けている。

反応数が，他に比べて著しく速かった。この現象

は，1000,sec,系列の特異性とみなすことがで３．複合系列条件

きるが，その解釈は後の結果と併せて論述する。図３は，単一系列条件と６種類の複合系列条件

もう１つの興味深い現象は，系列の終了直前にについて先に述べた平均値の算出手続に基づいて

出現する誤差および変動の増大である。一般に，得られた結果を，それぞれのＩＳＩごとに示した

こうした事態において系列の後半に出現するnega‐ものである。

tiveな現象は，被験者の疲労による効果とみなさ先に指摘した単一系列条件での結果と同様に，

れる場合が多い。しかしながら，わずか40回，時複合系列条件においても系列の種類のいかん}とか

間にしてわずか20秒ないし40秒の課題事態においてかわらず，ＩＳＩが長くなるにつれて平均値が上

疲労の出現があり得るかどうか疑問の残るところ昇するという傾向が認められる。さらに，標準偏

である。刺激の提示回数は被験者に知らせてない差もＩＳＩが長くなるにつれて増大し，増加の割
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合も単一系列条件とほぼ類似していた。したがっ

て，ＩＳＩの長さに伴った反応の誤差および変動

については，単一系列条件と複合系列条件は一貫

した特徴を示すと言えよう。

次に複合系列の種類ごとにその特徴をみてみよ

う。５－６－７系列，５－８－６系列，そして

５－７－９系列は，ＩＳＩによって多少の違いは

あるものの，単一系列の成績と概ね一致している。

したがって，これらの系列は複合系列化による影

響を受けていないものと判断される。

しかしながら，１－９－８系列については,５００

，sec.および1000,sec、ＩＳＩを除いて，他の系

列に比べて平均値が上昇していることがわかる。

平均値の上昇をきたしたＩＳＩでは，標準偏差も

また増大しており変動が大きくなっていた。した

がって，１－９－８系列はＩＳＩの複合系列化に

よって反応調整が抑制されているものと考えられ

る。

系列化の影響を受けなかった５－６－７系列と

１－９－８系列は，ともに前後するＩＳＩの差は

同様に１００，sec・である。両系列の唯一の違いは，

前者が遅延系列であるのに対して，後者は短縮系

列であるという点である。つまり，複合系列化の

影響は短縮系列に対してのみ出現し，しかも抑制

的な作用をすることが明らかになった。１００，sec，

ずつの規則的な短縮系列にのみ，抑制的効果がな

ぜ出現するのかということについての議論は後に

ゆずるとして，さらに本図にはもう１つの特徴が

読み取れる。それは，５－１－６系列における1000

,sec･ＩＳＩの平均値の短縮と８－７－９系列にお

ける５００，sec・ＩＳＩの平均値の上昇である。

５－１－６系列における1000,sec，ＩＳＩと８－

７－９系列における５００，sec、ISIは，両ISIとも

に直前のISIとの差が500,sec・であり，６種類の

複合系列条件の中で前後のISIの差が最も大きい

関係にある。これらのＩＳＩの系列上での違いは，

１０００，sec，ＩＳＩが直前のＩＳＩとの間で遅延する

関係にあるのに対して，５００，sec・ＩＳＩでは短縮

する関係にあることである。これらの結果から，

直前のＩＳＩとの差が大きく，時間関係の弁別特

性が高い場合には，複合系列化による影響を受けｂ

直前のＩＳＩとの関係が遅延の関係にある場合に

は抑制的な効果をもたらすことがわかった。

１－９－８系列で得られた知見，すなわち，規則

的な短縮系列での抑制効果と，上記の弁別特性が

高く直前のＩＳＩとの関係が短縮関係にある場合

での抑制効果は，現象的には符号するが，はたし

てその背景が共通する特性で説明できるかどうか

は，さらなる詳細な情報が必要となる。そこで，

次の結果を付加して考えてみる。表１は，単一系

列条件と同じ方法で平均水準への回帰に要する反

応数を各系列についてＩＳＩごとに示したもので

ある。なお，先に記述した単一系列条件の結果も

併記した。

表１平均レベルへの回帰に要する反応数

riiJ誉
先の平均値の結果と同様に，５－６－７系列，

５－８－６系列，および５－７－９系列は単一系

列条件とほぼ類似する結果を示している。つまり，

５００，sec・から９００，sec・ＩＳＩまでは平均水準に

達するまでの反応数が10回前後であり，ｌ０００ｍｓｅＱ

ＩＳＩについてはその回数が６回と少なく，平均

水準に速く到達しているということである。した

がって，これらの系列は，平均レベルへの到達に

要する反応数も複合系列化による影響を受けてい

ないと言える。

ところで，５－１－６系列を除くすべての系列

において1000,sec､ＩＳＩの値が６回となってい

るが，なぜ1000,sec・ＩＳＩに限って平均水準に

達するまでの反応数が少ないのであろうか。この

現象は，単一系列条件における結果の記述の中で

1000,sec・ＩＳＩの特異性としてすでに指摘した

ところでもある。さらに，この現象は,1000,sec・

ＩＳＩの延長線上にある５－７－９系列の１１００

，sec.とｌ３００ｍｓｅＱＩＳＩにおいても確認されて

いることから，ＩＳＩの時間的な長さに依存して

－４０６－
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いる公算が強い。しかしながら，９００，sec・ＩＳＩ

では，この促進効果がみられない。したがって，

１０００，sec、を境界として反応様式が転換すると

みた方が良い。

それではＩＳＩが長いことによって，どのよう

な反応様式が予想されるだろうか。実験場面にお

ける被験者の反応の観察から次のようなことが明

らかになった。ＩＳＩの長い1000,sec.，１１００

，sec.，そして1300,sec・ＩＳＩの場合，被験者

は手や足，さらには身体全体を使って明らかに時

間評価（timeestimation）をしている様子が見

受けられる。恐らく，これらのＩＳＩでは時間間

隔を意識化し，反応調整をせざるを得ない状態に

あったのであろう。ＩＳＩが1000,sec.以上の場

合は，ＩＳＩを意識化し，注意を稼動しながら反

応調整を行えるだけの時間的な余裕が存在すると

考えれば，1000,sec.より長いＩＳＩにおいて，

平均水準への到達に要する反応の数が少ないこと

は理解できる。つまり，1000,sec・ＩＳＩの反応

開始時点から注意を稼動し，刺激の周期を意識化

しているとすれば，それだけ早く平均水準に到達

することになるであろう。しかしながら1000,sec・

ＩＳＩは図２でも明らかなように誤差および変動

が最も大きく，さらに安定期に至るまでに多くの

反応を要している（図３）。これらの結果は，

l000mseGISIの反応様式の特性に依るがため

に生じたものと考えることができる。つまり，意

識的なずれの調整を行うためにかえって誤差や変

動を招き，安定期に至るまでに多くの反応を要す

るのであろう。平均水準に早く到達するものの，

安定期までの反応数が多く，さらに誤差や変動が

大きいという1000,sec・ＩＳＩの特徴は，注意の

稼動状態における意識関与の反応様式に起因して

いるものと推察される。

一方，1000,sec・ＩＳＩの対極をなす500,sec・

ＩＳＩは，先に触れたように誤差や変動が最も小

さく，安定期が早く出現するといった対照的な特

徴を示したが，平均水準に到達するまでの反応数

も10回以上と遅くl000msec・ＩＳＩとは逆の特徴

を示している。

５００，sec,ＩＳＩの事態は，時間評価を意識的に

行うにはあまりにも短いＩＳＩであるため，ある

種の自動的な反応調整過程に依存せざるを得ない
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のではないだろうか。つまり，５００，sec､ＩＳＩの

場合においては，意識関与の少ない，いわば自動

化された反応様式がとられている公算が強い。そ

うだとすれば，５００，sec・ＩＳＩの結果は容易に

解釈できる。一般に，ある種の行動が自動化され

るようになるためには，反復経験が必要であると

言われている。こうした観点から考えれば，５００

，sec・ＩＳＩに対する反応が自動化されるために

は，ある程度の反応回数を重ねなければならない

だろう。しかしながら，一旦，反応が自動化され

てしまうと意識が関与した反応調整を行う必要が

ないため，誤差および変動が少なくなり，反応が

自動化された時点で安定期に入ると予想される。

このように，５００，sec・ＩＳＩの反応様式が注意

の自動水準に基づいたものであると考えれば，最

も良く結果を説明できる。

さて，以上述べてきた注意の稼動水準と自動水

準という理論的枠組みに基づいて，複合系列化に

よる特徴をみてみよう。

６００，sec・ＩＳＩから９００，sec､ＩＳＩまで平均

値の上昇を示した１－９－８系列では（図３），

－４０７－
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それぞれの相当するＩＳＩにおいて平均水準に達

するまでの反応数が５回ないし６回となっており，

他の系列に比べて速く平均水準に達している。つ

まり平均値の結果とは逆に，むしろ促進的効果が

作用していることがわかる。１－９－８系列は，

系列初頭のＩＳＩが1000,sec・であるために，注

意の稼動状態での意識的な時間評価に基づいた反

応調整をしているものと思われる。１００，sec､ず

つの規則的な短縮系列においては，こうした反応

調整様式がその後のＩＳＩにおいても転移し，

600,sec､ＩＳＩまで同様な反応様式が踏襲され

たと考えることができる。ところが，５００，sec・

ＩＳＩになると，途端に平均水準への到達に要す

る反応数が増加する。図４に１－９－８系列にお

ける６００，sec・ＩＳＩと５００，sec、ＩＳＩの結果を

示したが，明らかに平均水準への到達の様相が異

なっている。恐らく系列化によって，６００，sec・

ＩＳＩまで転移されてきた反応様式が，５００，sec･

ＩＳＩでは，あまりにもＩＳＩが短かすぎるため

に意識レベルの調整では間に合わなくなり，自動

水準での反応様式に切り変わったのであろう。し

たがって，短縮系列における反応様式が転移する

境界が５００，sec､程度であると推測できる。ただ

し，この点については，５００，sec．より短いＩＳＩ

（例えば４００，sec・や３００，sec.）を設定して確

認しなければならない。今後の課題である。

が認められる。すなわち，５－１－６系列の１０００

，sec・ＩＳＩは平均値が低下し，平均水準までの

反応数が逆に増加しているのに対して，８－７－９

系列の５００，sec、ＩＳＩでは，平均値が増加し平

均水準までの反応数が逆に減少している。これら

の結果は，当該のＩＳＩの直前に存在するＩＳＩ

に個有な特徴である。つまり，これらのＩＳＩで

の反応は，直前のＩＳＩの反応様式に引きずられ

ていると考えることができる。恐らく，これらの

ＩＳＩの弁別特性の高さが，反応様式の切り変え

を遅らせるように作用し，結果的に直前の反応様

式が転移したことによるのであろう。

最後に，注意の本質に係わると思われる２つの

特徴を指摘しておきたい。

表２は，各条件の系列位圃における変動数を示

したものである。ここでは，隣合った反応の誤差

値が先に記述した標準偏差の算出手続によって得

られた値の２倍以上の変化を示し，かつ誤差の値

がプラスからマイナスあるいはその逆にわたって

変化した回数を変動の指標として採用した。当然

のことながら，系列位置の最初では，反応を刺激

周期に同期させるための調整過程が作用するため，

幾分高い値を示すものの，その後の系列位値にお

ける変動数は，２回以内であることがわかる。注

目すべき点は，どの系列位値においてもその値が

ほぼ等しく，さらに条件による差異がみられない

ということである。同じ結果を各ＩＳＩごとに表

わしたのが表３であるが，ここでもＩＳＩの違い

による変動数の変化は認められない。つまり，系

列位置における変動数は，系列条件やＩＳＩの違

いに関係なく常に一定で，１０回の反応につき約２

回程度出現するということである。この特徴は，

これまで述べてきた注意の稼動水準と自動水準の

両事態における反応に共通してみられることから，

もっと基本的な注意の機序を表わす現象として理

解しなければならない。こうした実験事態におい

ては，１０回のうち必ず１回ないし２回は緊張の解消

が生じざるを得ないといった，いわば人間個有の

注意範囲（attentionspan）がこのような結果

となって現われたのかもしれない。人間の行動に

及ぼす注意の基本特性として捉えれば，この現象

は非常に興味深い。
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図４１－９－８条件における平均レベルヘの回帰

ところで，先に平均値の増減について触れた５

－１－６系列と８－７－９系列においてもこれま

での結果と同様に平均値と平均水準に達するまで

の反応数の間に拮抗関係（ある種のtrade-off）

－４０８－



神囲：注意障害機柵に関する方法鏡的アプローチ

表２各刺激間間隔ごとの系列位題に

おける変動数
結論

時系列上に一定の間隔で提示される音刺激に合

わせて手拍子を打つという極めて日常的活動の中

に，注意のダイナミックな本質に関する多くの重

要な現象が反映されることがわかった。これらは，

次のようなことである。

1．系列の進行に伴って，資源の集中的な配分を

必要とする制御処理から，注意関与の少ない自動

処理による反応へと移行する。

２．こうした処理方式の変化は，ＩＳＩの長短に

よって，その様相が異なり，1000,sec・ＩＳＩ系

列は系列の終末部に至っても自動処理への移行が

みられないのに対して，５００，sec､ＩＳＩ系列では

上記の特徴が明確に認められた。

３．さらに，複合系列条件においては，系列の複

合化の効果がみられ，ＩＳＩ系列の継時変化の仕

方によって処理様式が影響を受けることがわかっ

た。

４．条件やＩＳＩ系列の違いにもかかわらず，１０

回の反応につき１回ないし２回の緊張解消を示唆す

る反応が出現した。この現象は，注意の普遍的側

面を暗示するものとして興味深い。

５また，教示効果や予測といった高次な精神活

動が，注意機構に及ぼす影響も認められた。

こうした知見は，本実験で採用した手拍子とい

う単純で容易な課題が，注意の障害機構を探るう

えで，有効な方法となり得ることを示している。

ＢＴ蓬K電

篝i:鰹
ところで，単一系列条件においては，どのＩＳＩ

にも共通して系列位置の終了直前で誤差の増大が

認められたが，たとえば，図４で明らかなように

複合系列条件では，こうした特徴は全くみられな

かった。複合系列条件は，単一系列条件の４倍の

反応数であるにもかかわらず，この特徴が認めら

れていないことから，単一系列条件で出現した

終了直前の誤差の増大が疲労によるものとは考え

にくい。６種類のＩＳＩに対して反応をくり返し

ているうちに，刺激回数もしくは所要時間につい

ての予測が形成されたことによる係留効果と考え

た方が良い。恐らく，予測といった高次な精神活

動が作用したがために系列位置の終了直前に緊張

の解消が生じ，その結果，誤差の増大をもたらし

たのであろう。他方，複合系列条件では，「今度

の課題は長いですよ」との教示を与えている。こ

うした教示に加えて２４０回という刺激回数の多さ

のために予測が形成されにくい事態であったと言

える。そのために単一系列条件でみられた特徴が

出現しなかったのであろう。教示効果や予測とい

った高次な精神活動が，注意の機構に及ぼす影響

を示唆する現象として興味深い。

表３各系列の系列位邇における変動数
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